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【【特特集集】】新新ししいい日日常常、、そそししてて今今後後::ココロロナナ禍禍をを経経験験ししてて  
―現現代代行行動動科科学学会会第第 37 回回大大会会テテーーママセセッッシショョンンかからら― 
 

テテーーママセセッッシショョンン  

「「新新ししいい日日常常、、そそししてて今今後後::ココロロナナ禍禍をを経経験験ししてて」」のの趣趣旨旨とと成成果果  

 

企画・司会 ○山本 麻友美（岩手大学 保健管理センター） 

鈴木 護 （岩手大学） 

 

１ テーマセッションの趣旨と話題提供者、コメンテーターの紹介 

 新型コロナウィルスの蔓延は、これまでの生活を大きく変えることになった。行動が制限さ

れ、IT 化が加速し、日々の生活は大きく変化した。緊急事態宣言を受け、首都圏エリアでの緊

迫した雰囲気と、最後まで感染者ゼロ県であった岩手とでは、人々の行動や心理に大きな差が

あったと思われる。未だ続くこの禍を、我々はどのように受け止め、乗り越えようとしている

のか。 
 この企画は、各地で様々な立場にある 4 名の学会員に、経験したことや率直な思いを共有し

ていただき、コメンテーター及び参加者を含め「対話すること」自体を目的としたオープンダ

イヤローグ的セッションである。 
 話題提供者の草彅伶央さんは報道関係者の立場から、個人とメディアとの関係、コミュニケ

ーションの必要性についてお話しいただいた。高橋恵子さんは病院勤務の心理職として、コロ

ナ禍の社会的な影響とメンタルヘルスの支援についてお話しいただいた。髙橋智幸さんは仙台

市役所での精神保健福祉に関わる職務において、業務への影響や取り組みについてご紹介くだ

さった。斎藤貢さんは企業の IT 部門を管理されており、テレワークの環境を整えるための尽力

についてお話しいただいた。最後に、岩手大学の奥野雅子先生より臨床心理的視座からのコメ

ントをいただき、誰も経験したことのないこの事態の中においても、「今ここ」に焦点を当て続

ける意味について考える機会となった。 
 
２ セッションの概要 

 4 名の話題提供者に共通していたのは、たくさんの苦労があったと同時に、半ば強制的に起

こった変化になんとか適応していく中で得られた新しい視点やポジティブな面であった。 
2020年12月時点で、ワクチンの開発等は進んではいるもののまだこの禍の終わりは見えない。

現在進行形で続くこの事態の中で、新しい生活様式がどうあるべきかといった答えを出すこと

や、この経験をどう生かすべきかといった解釈を決定づけることは難しい。日々のニュースに

一喜一憂しながらも、答えの出ない事態に耐える力がやはり必要とされているのかもしれない。

本テーマセッションでは、不確実性に耐えながら思いを共有することで、参加者が各々の世界

観を広げ、深め、今後それぞれの立場において新しい生活様式と向き合うための新しい視点を

得ることができたのではないだろうか。 
 今年度は初のオンライン開催ということで、準備段階より関係の皆さまには多々お手数をお

かけしました。話題提供者、コメンテーター及び大会参加者の皆さまのご協力に心より感謝申

し上げます。ありがとうございました。 
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草彅 伶央（株式会社クリーク・アンド・リバー社） 

１．仕事への影響 

  テレビのニュース番組制作という仕事柄、収入が減るなどの影響はありませんでした

が、仕事の仕方は大きく変わりました。まず番組のために何より大切な「取材」「撮影」

が制限されました。特別な場合を除き関東圏の外に行くことができなくなり、局内からの

リモート取材などが主になりました。 

  そしてコロナ禍にあたり、これほど「報道の難しさ」を感じたことはありません。これ

まではどんなニュースでも、一定数の「自分は関係ない」という視聴者がいたように思い

ます（災害報道なら、被災地から遠く離れた地域に住む人など）。 

  これまではそういった人にも「どうやって自分のこととして捉えてもらうか」がメディ

アとしての命題でしたが、新型コロナに関する報道は性別、世代問わず「どの人にも関係

がある」という点でこれまでの報道と全く異なります。 

 これまで以上に放送に対する大きな責任を感じ、神経質すぎるほど神経質にならなけれ

ばなりません。それが仕事に関してコロナ禍で感じた一番の影響です。 
２．生活への影響 

 去年5月に長男が産まれたばかりで、成長していく過程を自分の両親や妻の両親に孫の

成長を直接見せられないことが何より残念でなりません。 

 ただこうした中でも、お盆の頃に「オンライン帰省」などといった言葉も取り沙汰され

ましたが、ネットが発達した時代であることがまだ救いになっているなと思います。実際

私もビデオ通話で時々お互いの顔を見ることで、家族とのつながりを忘れずにいられま

す。 

 また、仕事への影響とも被るのですがこれまでなら考えられなかった在宅勤務が週1回

程度ですが導入され、家族と過ごせる時間が増えたのはむしろ良かった点と言えます。 
３．新しい日常、そして今後 

 この半年あまり、友人や知人に何度「コロナが落ち着いたら飲みに行こう」と言ったか

分かりません。飲み会が大好きなタイプでもなかった私がそこで感じたのは、人間いくら

「外出控えて」「飲み会控えて」と言われても、長い時間は我慢できない生き物なのだな

ということです。 

 言葉にしにくいですが、直接他者と会って取るコミュニケーションは食事や睡眠と同じ

ように「生きる活力」として必要なものなのではないかと強く実感しました。 

 話は戻りますが、長男はコロナのコの字も知らずすくすくと育っています。どうかこの

子が物心つく前にコロナが収束し、「2020年は大変だったんだよ」と昔話として聞かせら

れるような生活に戻っていることを願います。 

そのためにも今はまだ「新しい日常」を粛々と続けなければならないと思います。 
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